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 ２ 性判別受精卵の受胎率向上技術の開発 
 受胎率向上効果が報告されている「栄養膜小胞※と受精卵の共移植法」を参考に、性判別受精

卵と栄養膜小胞の共移植を検討。受胎率を高め効率的に一卵性双子を生産する手法を開発します。

（※授精後 14 日目以降の伸長胚の表面を包む栄養膜から作成） 

   

 

 

  

 

残りの割球を 

２個の受精卵に 

再構成 
全て割球を分離 

２つ割球で性判別 

＝従来法＝ ＝新たな試み＝ 

１ 受精卵の新たな性判別法の開発 
 従来法は授精７日目の受精卵から細胞を切除し性判別しますが、この方法では受精卵の損傷に

より受胎率が低下します。そこで受精卵発生の初期段階（8～16 細胞期）で全ての細胞（割球）を

分離し、うち２個をサンプルとして性判別する手法を開発します。 
 

   

 

 

  

 

 種雄牛の検定期間の短縮（６年→３.５年）を目指し第２期（H26 

～30）では、「顕微授精」と「割球分離」の２つの技術を組み合わせ 

国内の研究機関では全国初となる一卵性双子の生産に成功しました。 

そこで、次の１と２により、種雄牛生産の加速化に向け雄の一卵性双子

を安定生産する技術を開発します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 雌雄産み分け技術を組み入れた一卵性双子生産技術の開発（目玉研究） 

第３期（Ｒ元～５年度）の一押し研究を紹介 

 

⇒ 

小胞化 

 伸長胚 
（授精後 14 日目以降の牛から回収） 

栄養膜を切断 
細切と培養 

栄養膜 
小胞 

性判別済 
受精卵 

細胞切除 

♂♂ 

共移植で受胎率アップ 

性判別済 
受精卵 
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 県内でも今後取得増加が見込まれる農業生産管理工程管理（ＪＧＡＰ

等）では家畜福祉（アニマルウェルフェア（ＡＷ））に関する項目が盛

り込まれ、これまで以上に家畜の快適性に配慮した飼養管理技術が求め

られています。 

 そこで、ＩＣＴ技術を活用して黒毛和種肥育牛のストレス度合いを可

視化するとともに、ストレスが少ない環境下での肉質向上効果を検証し

「県産和牛」の評価向上につながる肥育技術を開発します。 

 また同時並行で、研究部門を超えて工業総合研究所と連携協力し、よ

り高度なモニタリングシステムの開発を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ＩＣＴを活用したストレスフリーな「県産和牛」の肥育技術の開発（戦略課題） 

１ 飼養環境改善効果の検証 
 飼育環境要因として、①敷料の厚さ（厚目 20cm、薄め 10cm 以下）と②冬季の温水（15～20℃）

給与の２点に着目。肥育牛のストレス度合い、枝肉成績、経済効果を検証します。 

 牛のストレス度合いは、血液検査値のほか、加速度センサー※や監視カメラによる採食、飲水、

横臥時間等の計測から総合的に判断します。（※ 牛の腰部に装着。横臥時間が計測可能） 

 

 

   

 

 

  

 

加速度センサー 

２ スマートセンシング技術による家畜の行動測定技術の開発 
 工業総合研究所と連携協力して、牛の採食、飲水、横臥時間等を２４時間計測。生産者が離れた

場所からでも牛の状態を常時把握できる遠隔モニタリングシステムを開発し、畜産研究所の肥育牛

で実証します。 

 

   

 

 

  

 

センサー（イメージ） 

遠隔モニタリング 

監視カメラ 
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父 母の父 販売価格（税込） 体重 単価 日齢 

「春待白清」 「第１花国」 811,080 円 309kg 2,625 円 267 日 

県基幹種雄牛「春待白清」の子牛が市場デビュー 

 

「初産牛の廃用率を減らすための手引き」が完成 

 

 

 平成３０年２月に県基幹種雄牛に指定された「春待白清」の去勢子牛

が８月の子牛市場に初めて上場し、８１１千円（詳細下表）と高値で取

引されました。 

 「春待白清」は肉質だけでなく脂肪の質にも優れており、同系統なが

ら発育や体伸に優れる県基幹種雄牛「広清」との使い分けによる改良が

可能となっています。 

 引き続き、生産者の皆様には県種雄牛をご活用いただき、青森県産和

牛の産地形成にご協力をいただけますようよろしくお願いします。 

 

 

  

 

 

  

 

   

 

 

  

  そこで今回「無理な助産は損をする」との手引書を作成し、関係機関に配布しています。   

 酪農家の皆様方の日々の初産牛管理にぜひご活用ください。 

 

 

   

 

 

  

 

「春待白清」 

 酪農飼料環境部では、平成２８～３０年度の３年間に酪農家の方々に対しアンケート調査１１８

戸、現地調査１４戸を実施し、さらに所内試験で分娩後調査（ＢＣＳ、乳量、子宮の回復度合い等）

も行いました。その結果、初産牛では２次破水直後でまだ産道が開ききっていない状態での無
理な助産（けん引助産）がその後の廃用率を高める可能性がある、とのこと

がわかりました。 
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地方独立行政法人 青森県産業技術センター 畜産研究所 
 

〒０３９－３１５６ 

上北郡野辺地町字枇杷野５１ 

TEL ０１７５－６４－２２３１ 

FAX ０１７５－６４－２２３０ 

（和牛改良技術部） 

〒０３８－２８１６ 

つがる市森田町森田月見野５５８ 

TEL ０１７３－２６－３１５３ 

FAX ０１７３－２６－３２０５ 

HP http://www.aomori-itc.or.jp 

Youtube 公式チャンネル http://www.youtube.com/user/aitcofficial 

畜産の技術について何かありましたらお気軽にご相談して下さい。 
 

 

 

令和元年度版「青森黒毛和種種雄牛案内」が完成 

 
 和牛改良技術部では、本県１１頭目となる新基幹種雄牛「広清」をトップに最新の種雄牛案内

を発行いたしました。今回は各種雄牛の特徴をより詳しく記載したほか、現場後代検

定成績や遺伝子保有率も掲載し一層見やすく使いやすい内容としています。 

 日々活用いただき、県産和牛のブランド化に向け基幹種雄牛の利用拡大をお願いいたします。 

 

 

   

 

 

  

 

http://www.youtube.com/user/aitcofficial

